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業
務
上
の
疾
病
に
対
す
る
労
災

補
償
の
考
え
方
は
、
業
務
起
因
性

と
い
う
考
え
方
が
原
則
で
す
。
業

務
起
因
性
を
証
明
す
る
た
め
に

は
、
仕
事
が
原
因
で
疾
病
と
な
っ

た
と
い
う
医
学
的
証
明
が
求
め
ら

れ
、
通
常
は
労
働
基
準
法
の
施
行

細
則
の
別
表
に
よ
っ
て
、
対
象
と

な
る
疾
病
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
。
建
設
業
で
今
ま
で
認

定
さ
れ
て
い
る

疾
病
で
は
、
じ

ん
肺
、
石
綿
に

よ
る
肺
が
ん
・

中
皮
腫
な
ど
が

有
名
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染

経
路
が
必
ず
し
も
特
定
さ
れ
な
い

ケ
ー
ス
が
多
い
わ
け
で
す
が
、
1

0
0
％
特
定
さ
れ
な
け
れ
ば
労
災

保
険
の
給
付
対
象
と
な
ら
な
い
と

す
る
の
も
お
か
し
な
話
で
す
。

厚
生
労
働
省
は
4
月
28
日
に
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
労
災
補
償
に
お
け
る
取
扱
い
に

つ
い
て
」
と
い
う
通
達
を
発
表
し

ま
し
た
。
「
医
療
従
事
者
等
（
医

師
、
看
護
師
、
介
護
従
事
者
等
）」

が
感
染
し
た
場
合
は
、
「
業
務
外

で
感
染
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
労

災
保
険
給
付
の
対
象
と
な
る
」
と

さ
れ
ま
し
た
。

医
療
従
事
者
以
外
で
あ
っ
て

も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
対
象
と

な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
1
）
感
染
経
路
が
「
業
務
に
内

在
し
て
い
た
」
と
特
定
さ
れ
た
も

の（
2
）
感
染
リ
ス
ク
が
相
対
的
に

高
い
と
考
え
ら
れ

る
労
働
環
境
下
で

の
業
務
に
従
事
し

て
い
た
場
合

具
体
的
に
は
、

①
複
数
の
感
染
者

が
確
認
さ
れ
た
労
働
環
境
下
で
の

業
務

②
顧
客
等
と
の
近
接
や
接
触
の
機

会
が
多
い
労
働
環
境
下
で
の
業
務

な
ど
で
す
。

こ
う
い
っ
た
場
合
に
は
、
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
潜
伏
期
間
内

の
業
務
従
事
状
況
、
一
般
生
活
状

況
等
を
調
査
し
た
う
え
で
、
医
学

専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
て
」
、

個
々
の
事
案
に
即
し
て
判
断
す

る
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
相
談
を
受
け
た
場
合

に
は
、
上
記
の
よ
う
な
考
え
方
を

懇
切
丁
寧
に
説
明
し
、
あ
き
ら
め

な
い
で
申
請
す
る
こ
と
で
す
。

特
定
社
会
保
険
労
務
士

鎌
田

勝
典

鎌田さん

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
カ
レ
ッ
ジ
）
は
、
政
府
に
よ
る

緊
急
事
態
宣
言
解
除
、
東
京
都
の
休
業
要
請
解
除
を
受
け
て
、

授
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
そ
し
て
6
月
3
日
、
第
25
期
生
入
学

式
を
開
催
し
、
今
年
度
の
授
業
を
始
め
ま
し
た
。

第25期生の皆さん（前列中央は小林謙二学校長）。職種
は大工10人・内装工1人・施工管理1人・設計1人、年
齢構成は10～20代が10人、30代2人、40代1人。他産業
からの転職や10年以上の現場経験を経て入学した人も

【
建
築
カ
レ
ッ
ジ
・
吉
川
新
吾

記
】
入
学
式
は
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
外
部
来
賓
や
派
遣
事
業
主

を
招
か
ず
に
規
模
を
縮
小
し
て
6

月
3
日
に
池
袋
校
舎
で
開
催
。
唯

一
の
来
賓
と
し
て
学
校
の
母
体
、

東
京
土
建
の
中
村
隆
幸
委
員
長
が

カ
レ
ッ
ジ
の
学
び
の
意
義
を
強
調

し
、
入
学
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
「
1
年
間
、
週
2
日

（
月
1
回
は
週
3
日
）」
で
学
ぶ
内

容
を
10
カ
月
間
で
実
施
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
当
初

予
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
全
面
的

に
組
み
替
え
、
ほ
ぼ
週
3
日
が
授

業
日
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
例

年
、
夏
ま
で
は
2
学
年
共
に
江
東

実
習
場
で
授
業
を
行
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、密
集
を
回
避
す
る
た
め
、

1
年
生
は
池
袋
校
舎
、
2
年
生
は

江
東
実
習
場
で
授
業
を
行
な
う
な

ど
工
夫
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
場
作
業
に
従
事
で

き
る
日
数
が
減
る
な
ど
の
理
由
で

4
人
が
入
学
辞
退
、
第
25
期
生
は

13
人
（
う
ち
新
卒
は
7
人
）
に
な

り
ま
し
た
。

若
手
人
材
の

獲
得
に
全
力

新
規
入
職
者
の
獲
得
、
若
年
技

能
労
働
者
の
育
成
は
建
設
業
界
の

最
重
要
課
題
で
す
。
入
学
生
数
減

少
の
要
因
に
は
他
産
業
と
の
人
材

獲
得
競
合
激
化
、
大
手
ハ
ウ
ス
メ

ー
カ
ー
の
若
手
人
材
囲
い
込
み
が

あ
り
ま
す
。
カ
レ
ッ
ジ
は
中
小
工

務
店
・
中
小
建
設
会
社
の
後
継
者

育
成
・
技
能
継
承
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
反
転
攻
勢
を
か
け
、
来
年

4
月
入
学
の
第
26
期
生
で
は
25
人

確
保
を
め
ざ
し
ま
す
。
東
京
土
建

各
支
部
の
皆
様
、
新
規
入
職
者
の

獲
得
と
育
成
に
熱
心
な
事
業
主
の

皆
様
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

カ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
や
見
学
の
お
申
し
込
み

は
、東
京
土
建
技
術
セ
ン
タ
ー
内
、

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
（
☎
0
3
―

5
9
5
0
―
1
7
7
1
）
ま
で
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

第
1
回
募
集

◆
学
校
説
明
会

8
月
26
日（
水
）

◆
応
募
締
切

9
月
3
日
（
木
）

◆
試
験
日

9
月
9
日
（
水
）

◆
結
果
発
表

9
月
11
日
（
金
）

第
2
回
募
集

◆
学
校
説
明
会

9
月
23
日（
水
）

◆
応
募
締
切

10
月
1
日
（
木
）

◆
試
験
日

10
月
6
日
（
火
）

◆
結
果
発
表

10
月
8
日
（
木
）

※
説
明
会
、
試
験
共
に
池
袋
校
舎

が
会
場
で
す
。

※
説
明
会
の
開
催
時
間

①
午
後
2
時
〜

②
午
後
7
時
〜

※
試
験
日
の
開
催
時
間

午
前
9

時
30
分
〜
午
後
4
時
頃

【
作
業
主
任
者
】

足
場
7
月
8
日
〜
9
日
（
水
木
）

池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
7
月
7
日
〜
8

日
（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1
5
0

0
円

有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
7
月
21
日
〜
22
日
（
火

水
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

石
綿
（
石
綿
使
用
の
建
築
物
等
の

解
体
・
リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
）
7
月

15
日
〜
16
日
（
水
木
）
池
袋
、
1

万
1
5
0
0
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
（
暗
渠
・
マ
ン

ホ
ー
ル
・
槽
・
ピ
ッ
ト
等
で
の
作

業
）
8
月
25
日
〜
27
日
（
火
水
木
）

池
袋
、
1
万
9
5
0
0
円

【
溶
接
】

ガ
ス
溶
接
9
月
12
日
〜
13
日
（
土

日
）
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー（
昭
島
市
）、
1
万
6
5
0
0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
①
8
月

6
日
〜
7
日
（
木
金
）
池
袋
、
②

9
月
8
日
〜
9
日（
火
水
）池
袋
、

1
万
4
5
0
0
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
の
能
力

向
上
教
育
（
お
お
む
ね
5
年
毎
の

再
教
育
）7
月
9
日（
木
）池
袋
、

8
5
0
0
円

足
場
8
月
3
日
（
月
）
池
袋
、
7

5
0
0
円

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
補
講
7
月
21
日

（
火
）
池
袋
、
8
千
円

石
綿
9
月
1
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
5
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
連
続

セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
5
0
0
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
①
7
月
19
日

（
日
）
板
橋
支
部
会
館
、
②
8
月

5
日
（
水
）
池
袋
、
③
9
月
3
日

（
木
）
8
千
円
、
丸
の
こ
の
み
5

千
円
、熱
中
症
の
み
3
5
0
0
円
、

③
は
自
由
研
削
砥
石
と
2
日
間
セ

ッ
ト
割
引
1
万
4
5
0
0
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）
8
月
3
日
〜
4
日

（
月
火
）
池
袋
、
9
8
0
0
円

受
験
準
備
講
座

1
級
建
築
施
工
管
理
技
士
・
実
地

8
月
19
日
〜
10
月
15
日
（
水
曜
木

曜
夜
と
日
曜
昼
）
、
4
万
5
千
円

二
級
建
築
士
・
製
図
7
月
9
日
〜

9
月
10
日
（
水
曜
木
曜
夜
と
日
曜

昼
）
池
袋
、
8
万
5
千
円

一
級
建
築
士
・
製
図
7
月
26
日
〜

10
月
4
日
（
日
曜
昼
）
池
袋
、
8

万
5
千
円

揚
重
、手
元
、
雑
工
（
請
負
）

飯
岡

秀
斗
（
杉
並
支
部
）

☎
0
8
0
―
1
2
3
0
―
6
0
8
3

防
水
工
、
改
修
工
事
（
正
規
）

三
幸
工
業
㈱
（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
9
0
―
1
5
3
1
―
5
4
6
0

電
気
工
事
（
契
約
）

㈱
メ
ビ
ウ
ス
（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
3
―
6
6
7
6
―
2
2
4
9

建
築
金
物
取
付
（
正
規
）

豊
四
季
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
3
―
6
7
5
5
―
1
9
6
6

防
水
工
（
正
規
）

㈲
玄
羽
防
水
工
業（
三
鷹
武
蔵
野
支
部
）

☎
0
8
0
―
6
7
9
1
―
5
1
8
7

大
工
（
請
負
）

㈲
伊
藤
工
務
店（
小
金
井
国
分
寺
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
2
2
―
0
0
2
1

電
気
工
、
弱
電
工
（
正
規
）

大
翼
電
機
㈱
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
9
9
1
―
0
9
2
5

建
築
、
土
木
（
正
規
・
請
負
）

㈱
キ
ク
カ
ワ
（
江
東
支
部
）

☎
0
3
―
5
6
0
9
―
0
8
1
1

左
官
（
正
規
・
短
期
）

㈲
ヨ
シ
ム
ラ
工
業
（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
7
3
3
―
4
9
0
7

大
工
、
金
物
、
雑
工
事（
正
規
・
請
負
）

㈲
細
野
リ
フ
ォ
ー
ム
（
板
橋
支
部
）

☎
0
3
―
6
7
8
1
―
1
2
7
6

配
管
工
（
正
規
・
請
負
）

㈱
光
管
工
設
備
（
目
黒
支
部
）

☎
0
3
―
3
7
1
5
―
8
4
8
4

と
び
（
正
規
）

鵜
飼
工
業
（
荒
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
4
9
9
―
7
7
9
2

設
計
、
施
工
管
理
者
（
正
規
）

ト
ー
ケ
ン
㈱
（
狛
江
支
部
）

☎
0
3
―
3
4
8
8
―
1
0
0
5

休
校
解
除
、
２５
期
生
が
入
学
式

東京建築
カレッジ

学
習
の
決
意
固
め
合
う
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象
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